







































天 理 教 の
核と
な







、 、 、 、 、
(2)
天 連 教 の 教 え は 、 「 よ ろ づ 救 け の 道 あ け 」 は 安 産 の 呪 術 で あ る を び や 許 し に
よ
ってもたらされたとしている。




















う た が ひ ぶ か い も の な る ぞ
こ の た び い ち れ つ に
す み き り ま し た が む ね の う ち
（『みかぐらうた』六下り目、































































































































































































































































の世俗的社会忙活 を 冒 休 ‘ す る こ と に よ って
ち切らね





















































































































































































































































































































































































































































































































明 日 か ら す っ き り 赤 い


























民 俗 〈 宗 教 〉
は
、、、、、、、、、、 てんりんおうのみことの




















































































う に な る 。いる
。
疑いと侶仰の間 近い感情がわだかまっている。




し て 輪 郎 を 明 ら か に し て い く 。
やがて、
あ ら ゆ る 事 象が新たに間ぃ
以上の過程は
没落と





















































そ れ を 受 け い れ て い る と い っ て も よ か ろ う 。
ただ救けの約史のみを残した天けてあり、
の顕坦として理解されるようになる。















難 儀 な る













そ の 悠 志 か 奈 辺 に













































出 し に か ら し れ な い 。











































































み き の 伝 記 に ほ の か な 明 る さ が
るのは
が 必 要 で あ る 。
そして新しい
に こ う し た 知 的 な 作 業 を 諜 し に の で あ る 。
の内面化の過程はほとんど知的な
と い っ て よ い も の で あ る 。






































ら れ る も の で は な い 。
て




ので あ っ た 。
親族 ので
















新 し い つ き あ い の 範 囲 が 生 ま れ て い る
そこに
田畑の収穫がとても足りなくなったからであろう。



































































































































































































































































































































































































































































秋 祭 の 日 、
村の娘逹が瘤飾って楽しげに歩いているのに、
はひとり淋しく道ゆく神輿の渡御を眺めていなけれ’ばならない。
秀司は四0になって 初 め て 糸 を 紡 い だ り 、











み き の 身 の ま わ り で は 、
新しい希望
「 一 歩 一 歩 が ゼ ロ か ら の 建 設 の 楽 し
い労働であった。
みきは、













こ れ も 近 所 の 家 （ 足 達 重 助 ） の 娘 の 足 の 立 た ぬ の を 救
とか、
初めて米四合をもってお礼参りに来る者があったとか伝えられる。








( 51 ) 















ま さ に こ う し た 信 徒 の さ さ や
みぎは新しい希望が具体化していく姿を見て取ったように思われる。
みきの救けの信仰が、
して歩み始めるのを知るためには、 は ほ ど 遠 い も の だ っ た で
あ
ろ う 。
こ ち ら の 葉 を 取 り 寄 せ 、
梶本家に
み き は ほ ん と う の 幸 福 を 、その中から信徒と
い
う べ き 者 も 現 れ る よ う に な る 。







ニ―10明 確 な 未 来 を 見 つ め て 確 固 と
はじめてのびのび























































































飢 初 の 妻 を 迎 え 、
のごしにおいてももっと応目立記ぬ
で あ っ た お ら だ っ た






そ の 人 八 を に わ か に 頓 挫 さ せ る 。
翌年子仇か死に、
芯 い 悛 妻 を 出 に 帰 ず に 至 っ て 、
店 ' - 戸 ふ り 出 し に 引 合 仄 さ れ る こ と こ { · い る ‘ ; ] 旧 妻 と
r，丁仇の病
死











大 工 の 腔 ら さ ほ ど で な く 、
ヽ
＜ ， 














は 応 と 心 と 均 ― つ で
しを
















































































































































他 に 守 る べ ぎ 心 の 、











っ だ 一 と
ー
一物の












































































れ 始 め 、
信徒たちが―つの襲団
こ11`
の お び や 神 様 」 を 通 じ て 夫 婦 の 心 は 泊 い

















































































































































































































































やむ仕どつらいこと ハ な い
七ッ
なんで＇もこれからひとすちに
の 労 働 を 支 え て いるのは
神のための
八ッ 七ツ















みれバせかいが、｛了宍／＼と ふ う ふ そ る う て ひ 0 き し ん
その


































Jれ が だ い ＼ ち も の だ ね や











に み き の 眼 前 に 展 聞 し て く れたのが
目）
敬虔な信仰てあった。




































































































































































































































































































































































































































































































し た み き （の神）
(1) 
がなお問われなければならない。への脱皮がとげられた。




































































(7) (6) C5) 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(60) (59) (58) 
(57) 
疑いと信仰の間
一七三し一七四頁。
『おふでさき』一号、慈悲の化身 あるはずのみきのこ
う
した態度への不審を表明しているものとして、
青地晨、
前掲書、
九
二、
一四九し一五0頁。
おかげ信仰連動とは、
近批後期
に
広まった、
熊媒介の奇跡によるおかげの実現を唱える突発的な宗教運動である。
具体的には流行神信仰と
お
か
げ
参りや
四国遍路などの自発的群参をさす（拙稿「宗教と民俗図」参照）。
同
右
、
芹沢光治良、
前掲書、
一五号、
また、
それらに対する桶本武、
前渇書の解説、
参照。
伊蔵のみきの家族へのやさしい眼ざしは『おさしづ』の中に
しばしば反映している。平野知一『天理教教典研究』
『おさしづ』の断片が集められている。
たとえば
「痛めてなりとかゞめてなりと。
名は秀司という。
この銀難もよう聞き分けてくれにゃなら
ん。
」「若き
神、
名はこかん。
これらは成らん／＼の中順序通して、
若き神はずっと以前に暮れた。
知って居る者ある。
よく伝え。」（明治31.7
.14)「お
うー＼＼夜
やす
々、
あれこれなあ何時、
余程なあ、
もう難が嗚く
。あ
れか
いなあ、
それ
／＼｀夜前もなあ、
今夜もなあ、
もう寝もうやないか／�。
明日日も何人寄ってか、
その時の人を数えてみよ／＼、
0」「神様の話して居や、
兄さん、
あんたの事は、
言うて、
明日
の日もある。
兄さ
ん
／＼、
あちらいって寝
ん
だらよい。
あい、
そうなら／＼｀。
兄さんもう寝も／＼。
寝め／＼。
さあこんな事は
誰て
も
知ら
んで。」（明治31.8.26)秀司やこかんのこうした淋しげな生活がなかったら、
伊蔵夫婦がみき 家の仕事にそれほど打ち込むこともなかったかもしれない。
棟上げをした一0月二六日の翌日、
秀司と信徒一同
は山中忠七宅へ祝の宴をはりに向う途中、
大和神社で神職とトラブル
をおこし、
金をとりたてられた。
このため「出来力
、リタル諧社ハ一時バタリト止リクリ
一七三頁。ーニ号、
一四五
••. 
」という状態になった（中山正善、
前掲書、
二＿二、
三日間拘留され、
罰
四六ー五二頁）。
（二三一し三――二頁）には、
そうした
